特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年２月16日　３９５号
木津川展始まる　初日114人(昨年は82名)の来館者　連凧は初日に制作したもの21個をあげることができました。18日(土)15時終了　
出展作品は350点をオーバーし、内容も更に深められています。連凧つくりも毎日あり、最終日には作品を一挙に揚げます。
野鳥観察会　12日　54名の参加者　(昨年は45名)　31種の野鳥を確認　子ども10人の参加あり、子どもたちは日ごろ屋外での遊びが少なく、この日は曇りがちでしたが久しぶりの屋外なので、鳥の観察どころではなく思い切り飛び回り走り回っていました。日ごろのストレスを一挙に発散させることが出来たようです。参集いただいた大人は熱心に時間の経つのも忘れてフィールドスコープを覗き込んでいました。猛禽類が頻繁に飛行したのと、河川敷の繁茂していた樹木が伐採され止まり木が無くなり、小鳥には厳しい環境になりました。姿の確認は難しいとのことでした。厳しい条件でしたが31種の鳥に出会うことが出来ました。
いわきサンシャインシティマラソンに義援金をとどける。深田理事長、播川副理事長、山村常務理事が行ってきました。11日の午前8時24分に集合福島県いわき市の湯元駅に14時に到着、フラダンスで有名なハワイアンズでの開会式会場で副実行委員長の御代田公男さんに贈呈させていただきました。又中心に「繋ごう走る心で」と書かれた旗に木津川マラソン参加者の寄せ書き5枚も深田さんや播川さんなどから手渡されました。会場の皆さんから拍手があり、御代田さんから丁寧なお礼の挨拶がありました。翌日の福島民友新聞には贈呈の様子を写真入りで全県に報道されています。その後引き続きフロアで御代田さん（府体育協会会長でもある）や市体育協会理事長坂本満恵氏（魚加工業）と懇談し交流を深めました。第3回目だが、東日本大震災後でも会って大会の開催について議論があり市民の「開催すべきだ」との声が大きくあって、全会一致で7月に決定されました。募集は1ヶ月遅れの10月1日から受付でしたが中ごろにはオーバーする状況になり、全国の皆さんから大きな激励を受けることになり、困難に負けてなるものかと準備に熱が入ったとのことでした。話題が変わり原発問題では風評被害が大変です。放射能被害は平地の除染が進むけれども山間部は手付かず、これからが大変で漁業は先が見えないと話されていました。お届けした木津川マラソン大会会場での「激励署名旗」は、早速、開会式会場で掲示され、東京からこられていた女性が私の署名があると名乗り出られる一幕もありました。早速写真撮影し、いわき市長さんにも紹介しました。その他移動途中で木津川マラソンの参加賞のバッグを持つ人にも出会い、何か自信というか29回も実行してきてよかったという気持ちになりました。
贈呈セレモニーや開会式、交流会などスケジュールが終了しほっとしましたが、午後9時からいわきの復興の牽引車「ハワイアンズ」の宿泊マネージャーの「比佐野和正」氏から、震災当日の様子や、炭鉱の町いわき市の歴史と変化、「一山一家」の強い絆が生かされ、廃坑への過程で石炭の町からの観光の町へと生き残りをかけた先駆的な取組みなどについてお話を聞くことができました。ここで聞いたハワイアンズの果たしている「街の復興への役割と期待」の大きさは、翌日のタクシーの運転手さんからも同様のお話でした。
翌日8時出発で太平洋岸を北上、津波被害の合磯海水浴場（二見ケ浦）で橋本喜朗氏（地元在住者・関電工の下請け電気屋）の話を聞く

『津波は自然災害だ　だから誰も恨まない 許せる。しかし放射能は　あまりだ　人間による災害だ　だから許せない』。国など原子力発電のストレステストなど再稼動へ向けて動いている。福島の放射能は何も片付いていないのに、再稼動・運転再開へ向かっている。福島をきちんと始末つけてからにしてくれ、原発は絶対反対だ。
海が攻めてきた。地震は3回連続した　長い揺れだった。山に避難した。揺れが止まったので地震で落ちた屋根の瓦などを片付けていた。すると10分が過ぎたころ　海が引きはじめた。高台に非難していた人が壊れた家に何かを取りに戻る人が出てきた。

30分して海が攻めてきた。高さは10mぐらいだっただろう。海の水が地平線から波でなく面的に高くなって押し寄せてきた。

揺れがおさまって家に戻った人は海の水が引き始めたことは知らなかった。高くなった海が押し寄せてきた　人も家も車も皆流される　すごい光景だった。こうして家に戻った人が沢山死亡した。
そして水が引きはめる。引き水で家も材木も全部持って水が引いていった。夏は水泳客でごった返す美しい海岸と青い海　自慢の海に（この湾に）材木などが一面に浮遊して埋め尽くしてしまった。それが海底に沈んでいる。猟も水泳も危険で開催できなくなった。この日10回ぐらい海が攻めてきた　何もかも持ち去った。（30分間隔ぐらいだったと思う）　　美空ひばりの歌碑は残った(よかった)

向こうは塩屋岬で、こちらは二見が浦と呼んでいる自慢の景色だ。（岩が1本になった）夫婦岩の海側の巨石が倒されて無くなった。40年ほど前にしめ縄を架けた事がある。この浜には映画俳優がよく来た海岸だ　民宿や店・住宅は完全に壊されなにもない。　跡形も無い。住宅の基礎が残っているだけ、何も無い。自慢の海の底には瓦礫などが沈んで底引き網漁はできない。壊滅した　猟師はいない

※3・11の地震が全国に報道され、二日後の原発の爆発・放射能被害の発生などは、全国に発信されかなり有名となっている。しかし4・11のいわき市直下型地震で道路や建物などが更にダメージを受けた。本当は4・11で追い打ちがかかった。この事実の知名度は低い。
第16回自然と環境講演会　3月3日　13時会場　京田辺市中央公民館　大ホール　講師決まる　山城古道探検隊長で元山城町教育長、城南郷土史研究会代表の「中津川敬朗｣先生が、演題「木津川の歴史と地域」としてお話いただくことになりました　大勢の皆さんのご参加をお待ちしています。　　やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　//www.yamashiro-npo.jp.net/



























週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

